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祝2000年は
ミレニアム・クルーズで！

カワグチマサヨ
ニューヨーク在住のフリージャーナリスト。テレビ

やラジオでニューヨークからのレポートを送ってい

る。ほかにコナミの人気ゲーム「ときめきメモリア

ル」の片桐彩子役（声優）としても活躍。現在、

片桐彩子の新ゲーム「彩のラブソング」と唄のCD

アルバム「masshy@love.net」も発売中。fromNewYork

Illust : Kido Satoko

を見ているだけでうっとりして、勝手に自分の世界に入っていたわ。と

ころが、これは来年の12月19日出発で、7日間クルーズだと25日に

下船することになり、肝心の「祝2000年」を船上で迎えられないのだ。

そこで彼女がローヤルカリビアン社に電話して、なんと1つだけ見

つけたのは1999年12月26日に出発して、2000年の1月2日に戻っ

てくる8日間のカリビアンツアー。「Monarch of the Seas」という、

7.3万トンの2744人乗りの豪華客船で、プエルトリコのサンジュアン

を出発して、セントトーマス島、マルチニーク島、バルバドス島、ア

ンティグア島と島を回り、朝8時ごろ、島に到着して水着姿でビーチ

でフリータイムのバカンスのあと、夕方出航して、1日ずつカリブの

島を巡る贅沢なクルーズだ！予定だとセントマ

ーチン島で大晦日の日を迎え、その夜「At the

sea」ということで、ドレスにタキシード姿

（想像コメント）で、2000年の幕開けを皆で

海の上で水平線を眺めながらお祝いするのだ！

特別シャンペンディナーやイベントがあって、

1000万ドルを投じた花火の打ち上げもあり、

なんてロマンチックなの……。ZZZふ～。

以前、まだバブル時代に旅番組でアラスカ

クルーズの豪華客船取材で3日間だけ便乗し

て、蒼い氷河をバックに船上のプールで泳ぎ、水平線に沈む夕陽や

星空をビーナスラウンジやネプチューンバーなどと星の名前のついた

デッキで眺めるその優雅さに魅了されたことがあったけど、アットホ

ームな雰囲気で6時の朝食から深夜ビュッフェまで、食事はいつでも

ご自由にどうぞ形式で、キャプテン主催の晩餐会もあり、本当に夢

のような体験だったのよね～。親戚一同で世界一周の旅をしているア

メリカ人のご家族と出会って、バケーションのスケール違いに目を丸

くしたっけ。旅は客船が一番と思ったモノだ。＠＠）しかし……。

夢見心地の甘い気分が一瞬ギョッと目が飛び出た。このクルーズの

オーシャンビュー客室での旅は安い部屋でも2人単位でなんと6398ド

ル！！（ドリンクとチップ別料金）しかもプエルトリコまでの航空チ

ケットも別！ガクっ。完全に予算オーバーだよ。普段1人1500ドル

ぐらいの値段なのにミレニアム価格か～。プリンセス号だと2人で

9000ドル以上もするらしい。フン、だめだめ。やっぱり海の上はや～

めた。陸で行こう陸で！来年は「Down to Earth」。地に足をつけて

地道な精神のカメでいこう。＾＾）

1999年もどうぞよろしくネ。Smile＆loveマッシー：）

ハッピーニューイヤー！アナタは1999年の幕開けをどこで過ごす

（した）のかしら？私の大晦日はおせちを作ったあと、タイムズスクエ

アのカウントダウンに参加して盛り上がる予定よ。場所にこだわると

夕方6時半頃から5時間以上も激寒の42丁目で待つ覚悟が必要で、

楽じゃないんだけどね～。＾＾)；

ところで、気の早い話だけど、アメリカでは

来年21世紀のオープニングをどこで迎えるか

が話題になってるわ。アメリカンソサエティー

の旅行代理店の調査では2000年を迎える方

法で、アメリカ人に最も人気が高いのはクル

ーズの73.9％、2位はクルーズ以外のカリブ

海への旅、その次は、フロリダのディズニーワ

ールドとラスベガスがそれぞれ5.5％というこ

とでした。ロイター通信によると、1998年12月現在、1年先に船上

で迎えるミレニアムクルーズが大人気で申し込みが殺到してるらしい

の。ミレニアムは英語ではmillenniumで千年の期間とかいう意味で、

至福千年として使われる言葉。綴りに注意ね。

クルーズラインの世界最大手カーニバル・クルーズ・ラインズ社で

は、1999年末の予約の受け付けを開始した1998年6月末時点で、

すでに3万人のキャンセル待ちを記録してるんだって。ロイヤル・カ

リビアン社も23,000人の定員に対して約3倍の応募がきているそう

よ。＠＠）ヒェ～。

カリブのクルーズ旅行はそんなに人気だったの？！ 確かめるべく、

こちらの旅行社リバティー・トラベル社（205 Third Avenue）を訪

ねてみた。お得なツアーがあったら私も申し込んじゃおうかな、なん

て。＾＾）イヒヒ。パッケージ旅行を担当する女性のパソコンのある

デスクの前には4組待ち。この時期バケーションに行くアメリカ人は

多いのだ。あ～でもない、こ～でもなくてとわがままをいうお客にい

ちいち丁寧に冗談いいながら、ゆったり対応してくれるので、案の定

50分も待ってやっと順番が回ってきたわ。妊娠7カ月でお腹の大きい

ニエベスさんというスッピンのスペイン系の女性にクルーズラインのこ

とを尋ねてみたら、来年のミレニアムクルーズツアーはやはり人気沸

騰で、すでにSOLD OUTで申し込みをクローズしているところが多い

のよとウインクされた。エ～。やっぱり、ホントだったのネ～。

それでも、さすが。凄く早い手さばきでパソコンをパチパチはじい

て、最初に空きが見つかったクルーズはセレブリティー社のギァラク

シーという、ブルーを基調にした7.7万トンの豪華客船。船の中のセ

ンスもよく、カリブの美しいエバーグリーンの海を走る客船のカタログ

関連サイトはココ！
●リバティートラベル社のホームページ jwww.libertytravel.com
●ロイヤルカリビアンホームページ jwww.royalcaribbean.com
●セレブリティークルーズのホームページ jwww.celebrity-cruises.com
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